農業・園芸での実施例
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≪無農薬・無肥料の農業≫

「複合微生物動態系解析による複合発酵（EMBC情報微生物工学）」のバイオ農法は、気体培地・有機培地 ・無機媒体を利用して発酵合成を促し無農薬・無肥料で農業生産・植物生産をします。いわば空気から植物を作ることを可能したのです。
具体的に言えば
1. 病原菌、ウイルス、リケッチャー等による病害に対しては、放線菌、乳酸菌、酵母、発酵

菌等から 生産される発酵生成物質が農薬以上の浄菌作用をもちます。

2. 防虫、防カビに対しては、微生物の出す酵素結合結晶による葉面、根における忌避効果に

より、殺 虫剤、防カビ剤以上の作用をもちます。

3. 複合発酵が起きると本格的に雑草が育成せず（α波動による効果）、除草剤が不要になり

ます。

4. 肥料は微生物が空気から造り出します。

作付け実施例　（平成９年作付け実績）

	グループ名
	実験農家件数
	住所
	作付け面積
	 
	品種

	Ｔ氏グループ
	13
	山形県東田川郡羽黒町
	　　　1200a
	稲作
	ササニシキ

	Ｋ氏グループ
	14
	岩手県紫並郡矢巾街
	　　　360a
	稲作
	ササニシキ
あきたこまち

	Ｔ氏グループ
	21
	岩手県北上市
	　　　1136a
	稲作
	ひとめぼれ
ササニシキ

	Ｋ氏グループ
	13
	山形県東田川郡羽黒町
	　　　1080a
	稲作
	コシヒカリ

	Ｅ氏
	1
	群馬県館林市
	 
	ハウス
	キュウリ

	O氏
	1
	群馬県巴楽郡明和町
	 
	ハウス
	キュウリ

	S氏
	1
	岩手県水沢市
	 
	草木
	 

	O氏
	1
	岩手県水沢市
	 
	植木
	 

	M氏
	1
	宮崎県
	 
	畑
	ピーマン


その他多数の実績があります。
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無農薬で生産した稲が見事に実った　　　　　　　　　　　　　　　　　小松菜の生育比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左はバイオ水、右は水道水
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普通の収穫米　　　　　　　　　　　　　　　ＥＭＢＣバイオ農法の無農薬農法の収穫米
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バイオ農法によると根が非常に長く深く育ち　無農薬農法による自然回帰現象が起きている

毛根も数多く育成される　　　　　　　　　　（クモ、トンボ、ヤゴなど）
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【参考資料】

＜微生物の機能からみた土中の分類＞
腐敗､発酵､合成の運動のしかた､どのような微生物が主体になるかによって､土壌を以下のように分ける ことができます｡
（１）腐敗型土壌
土壌中の糸状菌のなかのフザリウム占有率が高く(15～20%以上)､窒素分の高い生の有機物を施用すると悪臭を発し､ウジが発生したり様々な害虫等が集まったりする｡　病害虫が多発しやすく､生の有機物の施用は有害となる｡　現状の一般土壌の90%以上が腐敗型土壌｡　無機養分が不溶化し土壌は固く物理性も悪い｡　水田ではガスの発生が著しい｡

（２）浄薗型土壌
抗菌物質などを生成する微生物が多く､土境病虫害がでにくい土壌を浄菌型土壌という｡　ペニシリウムやトリコデルマ､ストレプトマイセスなどの活動が強く糸状菌のなかのフザリウム占有率が5%以下になった土壌で病害虫の発生がきわめて少ない｡　窒素分の高い生の有機物を入れても腐敗臭は少なく､分解後は山土の表土の臭いがする｡　土塊も比較的周粒化が促進され､透水性も良好となる｡病気にはならないが収量はやや低い｡　しかし､これに（４）の合成型が連動すれば､高い生産力を有するようになる｡

（３）発酵型土壌
乳酸菌や酵母などを主体とする発酵微生物が優占している土壌で､生の有機物を施用すると香ばしい発酵臭がして､こうじカビが多発する｡　フザリウム占有率も5%以下で耐水性団粒形成能が高く､土壌は膨軟となり無機養分の可溶化が促進される｡　土壌中のアミノ酸､糖類､ビタミン､その他の生理活性物質が多くなり､作物の育成を加速的に促進する｡水田におけるガスの発生は抑制される｡

（４）合成型土壌
光合成細菌や藻菌類等､窒素固定菌などの合成型の微生物が優占している土壌で､水分が安定していると､少量の有機物の施用でも土壌は肥大化する｡　フザリウムの占有率も低く､（２）の浄菌型土壌と連動する場合が多い｡　水田におけるガスの発生は抑制される｡　そして発酵系とこの合成系が強く連動すれば､発酵合成型土壌という最も理想的な土塊となる｡
発芽の比較（右側はＳＷＡマットによるもの）





左：普通水　右：バイオ水








